








視　点 評　価　項　目 評　価　指　標 評価 評価コメント

市民 社会福祉法人減免事業の実施の有無

市民 A

市民苦情・要望に対対応マニュアル等の有無

する対応 １週間以内に対応 A

市民１週間以内に対応

市民

業務 対応マニュアル等の有無

業務 避難訓練等の実施（年に２回以上） A

業務 その他業務仕様書等に定める事項の遵守

業務 A

個人情報保護の徹底対応マニュアル等の有無

個人情報保護の遵守 A

行政機関からの指導監査等における指摘事項の有無

A

業務

人材適正な人員配置国で規定する職員数を配置している

A

人材

人材 技能・技術を維持向上するための研修の実施

A

人材

評価書（自己評価用）

低所得者対策の
実施の有無

減免制度に従い、事業の
実施を行っている。（本
年度実績無し）

マニュアルの読み合わせ
を行い、迅速に対応を行
う。

事件・事故発生
時の対応の適切
さ

避難訓練はふれあい福祉
センターと合同にて実
施。事故発生時は迅速に
対応できるようフロー
チャ―トを作成してい
る。

業務仕様書等に
定める事項の遵
守

遵守に努めている。

マニュアルの読み合わせ
を行い、周知を図ってい
る。また、全職員と誓約
書を交わし遵守を徹底し
ている。

管理運営者とし
ての適切さ

書面指導が実施された
が、問題なく、集団指導
に従ってスムーズに管理
運営を行っている。

既定の職員数を満たし、
十分なサービスが実施で
きている。

Ｂ：要求水準（＝評価指標）が達成されている。
Ｃ：要求水準（＝評価指標）が達成されていない。

○評価コメント：評価結果について「どういう視点で評価を行ったか」、「その評価結果となった主要な理由」等を記述。

職員の資質向上
の取組み

法人全体で部門別研修
チームを立ち上げた。ま
た、内部研修会を定期的
に行い、職員全員で向上
を図っている。

総合評価

・定例会議にてマニュアルの読み合わせを実施し、意識の統一化に積極的に取り組んでいる。
・職員の資質向上については研修チームで法人一体となり取り組んでいる。研修参加職員は自事業所での伝達研修を実施し、情
報共有の徹底を図り職員のスキルアップへ繋げている。
・苦情・要望に対しては、当日中に管理者が出向き対応している。
・法令遵守・コンプライアンスに対しては毎年度初めに法人全体で研修会を実施、意識の統一を積極的に図っている。
・事故発生時のフローチャートを事務所に掲示し、発生時は迅速に対応できるようにしている。
・人員基準は満たしているものの、サービスの質と量のバランスについて業務の見直しが必要と思われる。

評価基準
Ａ：要求水準（＝評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている。


